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錦

屑

録

言兄

安E

飽

屑

室長

戸、

一、J
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書E

静

y合

一
、
賓

民

要

術

H
h
o
o
u

冨
号
。

-
E
a
'
Z
P
の
支
那
経
済
史
に
は
本
書
名
を
諜

し
て
同
即
日

g門

Z
Z
号『

F
F
O

何
』
=
巳
民
吉
間

D
一
-
F
O

町
内
司
立
ぬ
と
せ

り
、
資
本
家
本
位
の
粧
品
川
、
少
数
大
富
豪
の
現
存
を
前
提
と
せ

る
文
字
通
り
本
邦
流
解
樫
に
よ
る
努
民
は
、
中
心
を
分
配
問
題

に
ゐ
く
こ
と
L
左
る
べ
し
と
雌
も
冶
本
書
の
志
す
所
は
悲
に
存

せ
や
、
蓋
し
字
源
に
持
民
は
卒
氏
、
民
は
費
等
に
し
て
貴
賎
な

き
が
故
と
tu
り
、
之
が
一
向
典
と
し
て
史
記
平
準
書
に
務
民
無

燕
芸
品
と
せ
る
を
引
け
る
に
よ
り
て
も
推
す
ぺ
ぎ
が
如
く
、
民
を

し
て
殖
産
に
励
ま
し
め
又
之
を
し
て
一
費
に
天
地
の
恵
爆
に
均

話
せ
し
め
、
依
り
て
和
哀
諾
穆
の
美
風
を
皐
げ
ん
と
す
る
に
る

第
四
十
七
巻

-̂
''-

第
7z 
鵠

回

れ
ば
な
り
一
、
卒
等
思
想
を
根
帯
に
宿
す
と
は
謂
ぴ
得
べ
き
も
、

之
を
達
成
す
る
の
方
法
と
し
て
説
く
所
は
、

回
mE{宮門

が
自
由

放
任
に
よ
り
経
情
調
和
を
期
成
せ
ん
と
し
、
一
杭
曾
主
義
者
が
階

級
の
懸
隔
打
破
を
娠
民
の
要
道
た
ら
し
め
ん
と
せ
る
と
は
犬
に

そ
の
濯
を
異
に
す
。
従
ひ
て
同
書
中
主
と
し
て
取
扱
ふ
所
も
穀

類
、
疏
菜
、
果
樹
、
家
高
、
{
否
問
、
養
魚
を
耕
槌
飼
養
並
に
食

廿
誌
の
岡
町
よ
り
考
察
し
、
策
似
て
緒
、
漆
、
引
眠
等

A

質
問
以
外
の

有
用
植
物
に
も
そ
の
絞
設
を
及
ぼ
し
、
併
せ
て
又
一
般
に
農
古
川

製
造
の
薙
誌
を
期
し
た
り
、
素
よ
り
腕
近
科
感
特
に
土
壌
率
、

有
機
無
機
農
化
事
の
知
識
に
立
脚
し
て
解
説
せ
ん
と
す
る
も
の

に
非
十
、
賓
地
農
業
に
削
し
経
験
の
智
誌
を
本
と
し
て
本
書
を

成
せ
り
、
絞
漣
簡
明
た
る
も
克
く
背
撲
を
穿
つ
、
今
日
の
農
業

経
済
論
よ
り
せ
ば
、
汲
む
ぺ
き
も
の
多
し
と
す
る
を
得
ざ
る
べ

き
も
、
農
技
を
設
け
る
矧
よ
り
せ
ば
聞
学
ぶ
べ
き
も
の
多
し
、
後

(
北
)
貌
の
古
へ
に
際
し
(
三
八
六
l
五
=
両
年
)
一
貫
忠
憾
の
著
は
せ

る
所
た
り
と
雌
も
、
後
世
農
蓄
の
白
眉
と
し
て
推
稀
せ
ら
る
ミ

は
故
な
脅
に
非
」
了
、
即
ち
四
庫
金
書
簡
明
目
録
中
に
は
謂
へ
り

凡
九
十
二
稿
、
於
農
同
衣
食
之
法
、
織
悉
備
至
、
叉
文
章
古
雅



援
擁
博
奥
、
農
家
諸
書
無
夏
能
向
共
上
者
、
共
註
不
題
撲
人
、

以
文
献
通
考
所
載
李
烹
序
詮
之
、
知
潟
孫
氏
所
作
、
共
名
則
不

可
考
突
と
、
前
出
戸
自
由
が
そ
の
著
書
中
(
一
四
九
頁
脚
註
)
説

く
所
に
よ
る
に
、
本
書
中
掲
ぐ
る
多
く
の
仕
組
巾
幾
何
か
官
時

の
人
に
よ
り
使
用
さ
れ
た
り
と
の
意
に
よ
り
漠
代
に
局
す
る
か

周
知
の
人
名
が
象
げ
ら
る
L

少
数
事
例
を
除
け
ば
之
を
確
か
む

る
に
由
な
し
、

さ
れ
ど
北
貌
が
時
代
の
黙
よ
り
漢
を
去
る
と
と

選
か
ら
ざ
お
を
以
て
、
漢
代
食
業
の
知
識
が
よ
ヘ
に
設
建
せ
る
こ

と
は
指
定
せ
ら
る
と
し
、
彼
自
身
ー
は
漠
代
位
哨
何
事
情

mM伴
の
闘

係
上
興
味
め
り
と
せ
る
所
を
、
第
一
耕
問
篇
中
に
引
け
る
漠
氾

勝
之
の
書
、
第
三
種
穀
稿
、
巻
二
諸
篇
中
よ
り
の
抄
録
を
米
誇

と
し
て
掲
げ
た
り
。
措
辞
間
三
軽
妙
を
極
む
る
と
共
に
要
領
を

得
た
る
も
の
み
の
る
を
一
不
す
の
一
端
と
し
て
第
五
十
二
種
竹
篇
に

説
〈
所
を
引
か
ん
か
、
日
く

中
園
所
生
、
不
遇
淡
背
二
積
、
宜
高
卒
之
地
、
近
山
阜
尤
是
所
宜
、

下
問
得
水
、
別
死
、
黄
白
軟
士
矯
良
、

五
月
二
月
中
、
斬
取
商

南
、
引
根
並
翠
斐
去
葉
、
於
閑
内
東
北
角
種
之
、
令
坑
深
二

赤
詐
覆
土
厚
五
寸
.
竹
性
愛
向
商
南
引
、
故
於
悶
之
東
北
角
種
之
、

重且

録

屑

敷
地
、
錨
滋
蔓
而
来
生
也
、
其
府
東
北
角
者
、
4
4
竹
種
不
能
生
、

生
靖之

不
能
滋
茂
、
故
須
夜
其
西
南
、

引
少
根
也
、

精
察
糠
糞
之
、
一
語

各
自
堪
糞
、

不
令
和
雑
、
一
小
用
水
境
、
抽
出
則
掩
死
、

勿
令
六
畜

入
園
、
一
一
月
食
淡
竹
笑
、
四
月
五
月
食
苦
竹
夕
、

蒸
煮
包
…
酢
、

任
入
所
好
、
共
欲
作
共
器
者
、
経
年
乃
搭
殺
、
来
経
年
者
、
軟

未
成
也

と
、
之
を
承
け
て
街
の
絞
設
を
附
し
、
又
竹
の
名
目
奇
具
、
中

訓
剖
勿
主
主
k
r
5
苦
ピ
長
冬
、
富
田
!
ド
乙
リ
也
P

J

そ
り
、

制

T
P
K
4プ
-41

岩

f
i
z
z
q
r
F
t
i
ヂ

th

り

会
第
質
問
h
t

限
目
と
せ
る
の
口
日
意
は
、
著
者
が
そ
の
序
中
告
白
す
る
問
日
よ

り
明
か
注
り
、
拾
本
逐
末
、
賢
哲
所
非
、

日
官
四
歳
貧
、
飢
寒
之

漸
、
故
商
貫
之
事
、
開
而
不
録
、
花
草
之
流
、
可
以
悦
目
、
徒

有
春
花
而
無
秋
賞
、
匹
諸
浮
俗
、
差
不
足
存
都
意
、
時
間
一
不
家
道

未
敢
聞
之
有
識
、
故
丁
寧
周
五
、
-
百
提
共
耳
、
毎
事
指
序
、
不

倫
浮
辞
と
せ
る
は
是
左
り
、
春
花
秋
月
も
亦
岡
田
内
娯
楽
の
一
商

た
り
、
文
化
生
活
は
糊
口
の
薄
資
及
燐
衣
に
来
く
る
も
の
に
非

Ar
、
天
然
の
古
淡
に
親
し
む
も
亦
文
化
闘
民
の
正
営
欲
求
問
し

一
k

そ
の
主
張
に
首
肯
し
難
し

と
雄
も
、
編
著
の
熱
烈
な
る
趣
旨
を
堅
持
す
る
の
結
果
右
の
主

得
ぺ
き
を
想
ふ
者
と
し
て
は
、

第
四
十
七
巻

第
7て

競

五

八
八
一
一
一



飽

録

屑

張
を
宥
し
も
の
と
せ
ば
、
寧
ろ
、
驚
嘆
を
叫
ぴ
て
可
た
り
と
考

.l， 。

ニ
、
魚
扇
の
漢
字
韓
国
字

議
野
安
時
仲
、
一
二
島
毅
、

服
部
学
之
士
口
殿
修
漢
和
大
学
典
に
は

別
篇
と

L
亡
漢
字
慌
闘
字
色
列
阜
附
赦
し
た
り
、
モ
の
敵
都
ぺ

て
九
七
、
想
ふ
に
全
部
を
網
羅
し
得
た
り
と
は
せ
古
る
ぺ
引
き
も

之
そ

(
一
例
に
よ
る
に
字
源
に
は
贈
を
載
す
る
に
本
書
に
之
を
事
げ
ず
)
就
中

魚
屑
に
属
す
る
も
の
二
九
る
り
、
夫
れ
魚
名
及
之
に
賞
つ
る
文

魚 ら れ 字
のぽは
成採園
長拳内
しさに
たれあ
る tc り
もるて
の丈も
をお字地
舵書中方
とら異に

し字よ
、同り

練主魚、 相
鰍~ 1.主 主主
はるす
鮪もる
にのも
問、の
じ伊l多
と令し
すぽ
る 高温度さ

の
例
同
字
典
に
も
一
不
さ
る
と
雛
も
、
同
字
に
よ
り
異
物
を
併
一
不

ぜ
ん
と
す
る
も
あ
り
、

マ
テ
と
コ
チ
と
に
同
字
鰍
を
営
て
ん
と

す
と
せ
ら
る
L

は
之
を
り
。
何
れ
に
し
て
も
か
〈
魚
扇
に
よ
れ

る
園
字
を
比
較
的
多
く
生
め
る
は
、
夜
に
も
亦
我
園
民
給
養
上

漁
獲
物
に
待
っ
と
と
多
き
の
一
端
を
窺
は
し
む
と
言
ふ
ベ
し
。

凡
そ
同
代
の
具
名
並
に
古
今
名
を
具
に
す
る
も
の
ミ
比
較

第
四
十
七
巻

第
六
披

八
八
四

プミ

は
、
古
来
我
弗
物
名
の
幾
多
研
究
者
が
種
k

の
賞
用
に
鑑
み
、

心
血
を
注
げ
る
所
た
り
、
特
に
此
趣
旨
を
同
文
の
関
係
あ
り
と

せ
ら
る
ミ
図
際
聞
に
及
ぼ
し
て
検
討
す
る
際
興
味
多
し
と
す
ぺ

く
、
仙
川
も
魚
品
に
就
き
そ
の
例
を
看
る
と
と
砂
か
ら
ざ
る
に
よ

り
深
〈
之
そ
想
ふ
、
特
v
i

同
名
異
物
の
例
と
し
セ
我
園
の
白
魚

い

ん

ほ

い

ゅ

う

同
支
那
の
銀
魚
に
首
り
町
満
洲
閣
に
て
所
謂
白
鳥
、
二
二
尺
、

め
だ
恥
に
似
た
P
)
は
別
魚
た
る
が
如
き
も
存
す
と
難
も
、
同
物

異
名
の
例
に
は
更
に
深
〈
注
意
す
べ
き
あ
り
、
此
賠
忙
就
き
伊

勢
貞
丈
が
本
邦
古
来
の
日
常
生
活
と
深
き
嗣
係
る
る
二
魚
に
就

き
指
摘
せ
る
所
、
寧
る
痛
快
を
賢
え
し
む
る
を
以
て
之
を
引
か

ん
か
、

日
〈

問
云
、
或
儒
者
衆
の
設
に
タ
ラ
に
鱈
カ
ツ
ヲ
に
鰹
を
用
ゆ
、

是
倭
俗
の
作
た
字
友
り
、
タ
ラ
は
央
魚
又
カ
ワ
ヲ
に
は
松
魚

の
字
を
用
へ
し
、
此
宇
は
朝
鮮
図
の
東
嘗
費
鑑
に
見
え
た
り

と
被
申
候
、
此
字
疋
字
に
て
候
哉
。
答
日
「
グ
ラ
も
カ
ツ
ヲ

も
唐
に
無
之
候
故
唐
の
文
字
無
之
候
、
日
本
に
有
之
故
鱈
鰹

の
字
を
作
り
て
用
ひ
候
」

「
朝
鮮
に
も
此
魚
有
之
故
央
魚
松

魚
の
宇
を
作
り
用
ゆ
、

日
本
に
て
鱈
の
宇
を
作
り
候
は
魚
肉



食の
事色
無白
之き
公故
ι雲
づの
れ字
草を

5 傍
去に
と書
ほ候
し、
てカ
カツ
ツヲ

ヲ h土
を古
7 ~侭
シ生互
にに
して

て
天
子
の
供
御
に
も
上
り
候
、

ほ
し
て
竪
き
故
上
古
書
に
竪

魚
左
記
し
候
を
、
後
に
二
学
一
つ
に
し
て
姪
の
字
と
た
し
候

(
鰹
の
字
源
順
が
倭
名
抄
に
聞
で
た
り
、
又
字
書
に
鰹
の
字
あ
P
、別

の
魚
な
り
、
比
方
鰹
字
同
出
来
也
)
彼
の
儒
者
朝
鮮
に
て
用
る
字

を
貴
ぴ
て
我
闘
に
用
る
字
を
山
崎
め
引
さ
る
、
江
戸
日
本
橋
に

住
た
る
儒
者
品
川
に
栴
替
し
て
中
華
に
膏
里
近
〈
た
り
た
る

京
て
い
悦
ひ
し
と
同
じ
数
に
て
依
と
か
〈
儒
者
は
陪
止
を
&

り
が
た
か
る
故
、
唐
土
に
近
き
朝
鮮
ま
で
を
且
一
員
ぶ
心
底
、

か
し
き
事
に
て
候

(
日
本
文
庫
第
四
絹
牧
録
幼
国
弔
問
答
一
一
頁
参

照
と
、
因
云
、
臨
源
に
は
鰹
の
一
義
と
し
て
繭
雅
を
引
き
「
鰹
大

嗣
」
と

L
卸
鰻
魚
也
と
ぜ
り
、
然
る
に
字
源
に
は
「
桐
」
の
目

を
血
事
げ
や
、
艇
の
日
中
鰹
節
に
「
姻
鰹
魚
」
を
蛍
て
た
り
。

我
時
艇
洲
は
園
土
大
政
ら
や
と
雌
も
、
南
北
に
腕
艇
長
く
及

ぷ
が
た
め
に
、
陸
産
の
種
類
に
も
宮
み
沿
ね
〈
図
民
の
給
養
授

職
に
葱
む
こ
と
多
し
、

さ
れ
ど
園
内
又
四
周
の
水
産
物
無
謀
戴

鈎

録

屑

に
比
す
れ
ば
、
素
よ
り
同
日
の
談
に
非
守
、
内
水
舟
筏
の
使
を

通
十
べ
き
も
の
多
か
ら
や
と
難
も
、

そ
の
魚
属
及
そ
の
製
品
侮

る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
領
海
北
麟
南
介
の
品
業
匹
憶
に
至

り
で
は
枚
皐
に
逗
左
く
、
又
大
穏
に
多
摩
・
な
り
、
煉
製
の
豚
を

英
語
に
初
ひ
て
ハ
ム
と
言
ひ
、

ハ
ム
の
製
法
に
よ
れ
る
北
魚

緋
、
鮭
を
燥
製
と
言
ふ
、
要
は
国
産
の
官
聞
を
園
際
闘
係
に
迄
延

ば
さ
ん
し
ι
す
と
腕
や
べ
き
た
り
、
若
し
夫
れ
宏
大
友
る
自
由
の

海
洋
に
歪
り
て
は
、
我
田
邦
惑
お
る
海
員
漁
民
の
府
舞
叢
た
り
。

偶
K

右
指
摘
噌
る
、

↑
此
一
一
事
に
よ
り
て
も
郡
水
界
経
掛
の
開
設

:t;，-

存
養
忽
が
せ
に
し
難
き
を
想
は
ず
ん
ば
非
や
。

一
-
一
、
地
国
表
章
の
手
加
減

統
計
闘
表
特
に
地
闘
表
は
統
計
大
量
全
局
の
事
態
を
簡
明
に

大
観
せ
し
む
る
の
み
友
ら
や
、
地
方
別
の
相
蓮
を
一
瞥
の
下
に

合
得
せ
し
む
る
黙
を
そ
の
特
色
止
す
、
さ
れ
主
人
品
事
物
の
大

小
多
寡
別
に
よ
る
等
級
附
け
の
分
つ
こ
と
、
繁
多
に
過
ぐ
れ
ば

現
象
を
出
面
に
お
す
と
と
錯
雑
に
流
れ
て
早
見
の
伎
を
失
は
し

め
、
そ
の
反
針
に
稀
少
に
過
ぐ
れ
は
等
級
附
け
に
よ
り
相
遣
を

第
四
十
七
審

八
八
五
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六
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飽

録

lfif 

一
不
さ
ん
と
す
る
の
貫
目
的
は
逮
せ
ら
る
L
こ
と
不
充
分
な
り
。

試
み
に
木
年
一
一
月
後
行
の
昭
和
十
一
年
度
(
合
計
)
簡
易
保
険
局

統
計
年
報
に
就
き
て
看
る
に
、
就
中
闘
表
の
一
・
と
し
て
件
数
に

よ
る
成
人
保
険
(
成
人
と
は
小
児
保
険
に
劃
し
て
言
へ
り
、
従
ひ
て
満

一
二
歳
以
上
の
契
約
者
を
合
む
)
府
鯨
別
死
亡
卒
一
覧
剛
(
南
洋
関
東

州
及
端
銭
附
嵐
地
、
神
大
、
奈
描
阿
世
併
端
、
死
亡
率
は
一
般
的
に
は
年
度

始
決
年
度
心
不
に
於
り
主
刻
一
什
帆
~
約
前
に
句
度
内
M
R

亡
訟
を
加
へ
た
る
も

の
ふ
二
分
自
一
を
以
て
年
度
中
の
死
亡
教
を
除
し
て
計
算
す
)

を
持
み

た
る
が
こ
れ
は
虞
ら
く
は
等
級
別
を
附
す
る
こ
と
粗
大
の
嫌
ひ

あ
る
の
一
例
と
す
る
を
得
ん
、
邸
ち
死
亡
率
の
等
級
を
分
ち
て

0
・
0
0
八

O
"
。
二
九
九
、

0
・
0
一
二

1
0・
0
一
間
九
九
、

0
・
0
一
宜
以
上
の
三
段
と
し
た
り
‘
之
を
別
掲
数
字
表
に
徴
す

る
に
最
高
蚕
湾
の

0
・
。
二
0
=
一
四
よ
り
最
低
南
洋

ω
0
・
0
0
八

五
八
の
聞
に
於
て
平
均

0
・
二
二
O
七
を
一
不
せ
り
、
等
級
別
粗
大

と
も
認
め
得
ぺ
き
徴
詮
と
し
て
国
商
上
中
段
の
符
牒
に
よ
り
表

は
さ
る
E
A

も
の
府
臓
の
過
半
数
に
及
ぶ
、

又
最
高
最
低
聞
の
差

教
よ
り
推
し
て
考
ふ
る
も
、
今
少
し
く
細
か
に
刻
む
を
可
と
せ

ざ
り
し
や
と
想
は
る
。

(
試
み
に
昭
和
五
年
岡
勢
調
査
最
終
報
告
書

第
四
十
七
巻
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八
六
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に
諦
め
る
自
大
E
九
年
宣
昭
和
五
年
人
口
の
噌
加
割
合
府
賑
別
地
闘
表

が
五
等
級
別
と
し
て
一
京
さ
る
与
の
一
例
に
比
較
し
で
之
を
恕
へ
)

足
袋

の
製
作
上
そ
の
文
を
刻
む
に
営
り
九
文
及
十
文
の
聞
を
、

分

ず
る
や
四
分
す
る
や
に
よ
り
費
用
の
使
不
便
に
大
差
を
生
十
ペ

を
は
、
統
計
家
も
亦
心
す
べ
き
所
在
り
。

閥
、
羽
mm
件抑制

B
L
敬
般
の
池
慌

昨
年
同

EhE
君。
ω
苦
闘
吉
三
毅
授
(
一
八
五
=
一

l
一
九
三
七
年
)

八
五
の
高
齢
を
以
て
卒
去
せ
る
に
よ
り
、
欧
洲
は
そ
の
一
故
老

統
計
事
者
を
喪
ひ
た
り
、
五
口
人
は
親
し
く
そ
の
韓
首
咳
に
接
し
で

教
を
受
け
し
こ
と
た
か
り
し
も
、
統
計
曲
学
に
闘
す
る
氏
の
諸
述

作
は
久
し
〈
敬
重
せ
る
所
な
る
左
以
て
、
今
昨
年
中
倫
敦
の
統

計
協
曾
雑
誌
に
掲
げ
ら
れ
し
時
停
を
骨
子
と
し
、
多
少
の
増
補

を
加
へ
て
之
を
紹
介
し
、
柳
か
迫
悼
の
意
を
表
せ
ん
と
欲
す
。

同
人
の
一
令
名
を
組
園
丁
抹
以
外
に
事
ら
し
む
る
に
至
り
し
著

書
死
亡
率
及
擁
病
卒
論

U
5
r
}】『
ο
5
=門

司

2
冨

2
z
g
z
z

冨
2
E
h
-
-
Z
門
は
一
八
入
一
年
に
公
け
に
せ
ら
れ
た
り
(
一
九
C
一年

に
改
訂
)
問
著
が
如
何
友
る
諸
悶
縁
の
で
草
せ
ら
れ
し
か
は
、
そ



の
著

。。ロ[ユ『日
E
C
白円。昨
r
o
甲山一切
[
O
一一司由一-∞
[
P
E目
Z
o
p

S

M

N

中
生

死
統
計
論
の
一
章
を
讃
む
乙
と
に
よ
り
之
を
窺
ふ
に
足
れ
り
、

問
書
は
現
代
の
諸
統
計
型
者
が
統
計
皐
の
単
一
・
修
を
始
め
し
営
時

師
同
に
そ
の
題
目
に
闘
す
る
標
準
香
た
り
き
、
同
書
述
作
以
前
著

者
は
了
抹
の
保
険
慮
に
奉
服
せ
る
が
、
本
書
を
大
成
す
る
の
土

豪
と
左
り
し
論
文
は
(

)

G

宮
P
F
P
N
E
大
島
?
の
金
牌
を
食
興
せ
ら

れ、
P

次
い
で
一
八
八
三
年
に
は
講
師
二
八
八
五
牛
に
は
コ
一
三
歳

れ四に
やーし
'M Q-' 刷て
て年敬
3ζ 、 J交
復そに
~lili の f壬
す 1E 命
る期3・t
やはら
そ早れ
の~. tt. 
fJii ぎり
住 Tた己
期るそ
を祷Fの

言己 4但3壬2計
念 κ 座
せよを
るり占
自中む
己断る
の吐こ
大らと

理
石
胸
像
の
前
に
て
講
義
す
る
の
、
逸
偉
経
験
を
重
ね
た
り
.
智

能
的
勇
気
浦
身
に
溢
れ
た
る
第
八
十
周
誕
辰
に
際
し
、
氏
の
た

め
に
碩
寄
せ
る
了
抹
統
計
皐
者
の
論
文
集
に
よ
り
記
念
せ
ら
れ

た
り
、
翌
年
園
際
統
計
協
合
第
二
二
同
舎
議
に
臨
む
た
め
倫
敦

に
そ
の
姿
を
現
は
ず
や
一
大
喝
采
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
り
。

d
h
m臼
円
。
『
阿
川
戸
川

qp

は
多
作
の
聞
学
者
売
ら
ざ
り
き
、
以
上
集
げ
た

る
に
述
作
以
外
に
は

の
E
一】斗
N
E
拘

o
ι
2
吋
F
O
D
-
-
。
牛
耳

m
g円一中

戸
山

rw
同∞唱
0

あ
り
、

一
九
二
八
年
講
師
国
・
。

zy寸
三
一
。
と
の

量包

録

屑

共
編
に
上
り
改
訂
せ
ら
れ
た
り
、

又

↓7
0

出口
0
3
0
5
H
円
巴
虫
7

色。司
5
2
H
D『

U
g
E
P『
グ
同
q
N
N
(
凸
ロ
『
吉
田
市
岡
E
2
2
5ロ円)あ

り
、
氏
の
興
味
を
注
げ
る
中
橿
は
生
死
統
計
に
あ
り
、
是
に
闘

ナ
る
二
悶
講
演
は
一
九
二
五
年
倫
敦
大
撃
に
で
も
開
か
れ
、
同

年
の

に
護
表
せ
ら
る
、
そ
の

国

5
E
2コ
門
戸
及
同
8
3
0
g
w
p

外
に
了
抹
の
定
期
刊
行
物
に
載
せ
し
諸
論
文
あ
り
と
雄
も
、

そ

の
生
涯
を
通
じ
専
心
せ
る
所
は
枇
合
事
情
の
研
究
及
改
良
に
あ

り
、
失
業
、
貯
蓄
、
計
護
経
済
そ
の
他
の
諸
題
目
に
就
き
論
帰

し
た
り
。

そ
の
専
修
範
国
以
外
に
於
て
は
統
計
事
の
理
論
に
寄
興
せ
る

所
創
見
を
以
て
出
色
と
せ
る
こ
と
な
し
、
出
品
ず
つ
新
稜
展
の
要
度

に
就
き
批
判
的
評
償
を
加
ふ
る
結
に
於
て
然
り
き
、
算
術
の
手

績
が
要
部
を
占
む
る
に
常
り
て
高
等
教
理
を
利
用
す
る
と
と
に

不
同
意
を
唱
へ
、
算
術
は
氏
の
有
力
一
な
る
文
具
と
左
れ
り
、
そ

の
見
地
は
之
を
そ
の
論
文

]aro

∞円。目
u
o
m
凶ロ斗

ロ
向
。
門
}
】

O
L

D 
P唱、

H
A
W

戸
内
山

(
米
関
統
計
協
曾
雑
誌
所
載
)

に
就
き
鏡
ふ
に

∞
戸
川
戸
門
戸

ω門
戸
内
♂

如
〈
は
な
き
も
、
同
趣
旨
の
主
張
は
既
に
そ
の
統
計
接
現
綱
要

序
言
中
に
も
吐
露
せ
ら
る
、
即
ち
日
〈
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鈍

府

録

統
計
襲
理
の
述
作
上
人
は
間
々
特
殊
の
研
究
例
令
は
死
亡
律

度
研
究
上
熔
用
せ
ら
れ
、
本
書
中
第
令
一
筋
(
統
計
島
各
論
)
中
に

築
要
せ
ら
る
L
方
法
の
解
説
に
局
限
せ
ら
れ
、

そ
の
以
外
に

は
統
計
現
象
の
常
例
と
吾
人
の
人
間
意
志
自
由
視
に
針
す
る

右
常
例
の
意
義
と
に
就
き
、
普
通
考
出
百
九
乞
及
ぼ
す
こ
と
に
甘

J

F

、

F
凡
h
i
d

此
常
例
卸
ち
大
勢
の
訟
則
が
如
何
た
る
後
件
の
下
如

何
な
る
制
限
L
t
作
ひ
て
現
は
る
L

か
は
之
h
t
m
は
や
、

治-
f 

成
型
す
る
時
は
敷
迎
的
研
究
に
深
入
り
す
る
の
要
た
し
と
す

べ
き
利
あ
り
、

そ
の
代
り
そ
の
統
計
撃
者
は
研
究
の
佐
賀
泣

る
各
根
線
を
奪
は
る

L
K
至
る
、
蓋
し
犬
教
の
法
則
が
中
軸

を
制
す
べ
き
や
否
や
を
地
問
識
せ
や
と
せ
ば
、
視
察
花
木
づ

き
論
結
を
確
立
し
得
ぺ
き
や
、
断
じ
て
決
し
得
ざ
る
べ
き

を
以
て
た
り
、
従
ひ
て
予
は
此
快
陥
を
泣
く
る
た
め
第
一
筋

一
一
聞
に
は
葦
然
計
算
の
諸
主
要
定
迎
乞

解
説
し
、
他
商
目
疋
等
諸
定
理
が
統
計
観
察
と
合
符
す
べ
き
や

(
統
計
皐
通
論
)

中

を
究
め
た
り
、

と
は
間
々
忽
が
せ
に
せ
ら
る
L
所。

と
、
絞
説
の
順
序
は
白
か
ら
前
記
論
文
と
具
る
も
の
あ
り
、

右
論
文
中
に
は
撃
理
綱
宴
後
に
於
け
る
統
計
事
褒
建
に
鑑
み
、

第
四
十
七
巻

凡
人
入

第
六
腕

/l9 

O 

増
補
せ
ら
れ
た
る
一
一
一
一
門
誌
砂
か
ら
ざ
る
も
、
そ
の
主
張
の
同
趣
旨

た
る
は
前
に
も
一
言
せ
る
が
如
し
、

綿
製
第
二
版
序
次
の
順
序

も
亦
初
版
と
同
じ
か
ら
や
、
数
理
底
的
方
聞
の
説
明
は
大
に
敷

約
せ
ら
れ
た
り
、
査
し
一
般
統
計
暴
風
の
媛
越
を
酌
量
せ
る
も

の
な
る
べ
と
、
方
法
の
研
究
者
は
叉
何
人
た
る
を
聞
は
歩
、
前

記
統
計
撃
史
へ
の
寄
輿
左
無
腕
ず
る
を
許
さ
ム
ナ
、

氏
は
一
九
O

一
八
九
三
年

七
年
倫
敦
統
計
由
軍
令
の
名
彰
台
員
に
賄
事
げ
ら
れ
、

来
皇
国
経
桝
島
市
舎
の
倉
員
た
り
、
多
年
之
が
丁
抹
通
信
員
と
も

友
れ
り
.
一
九

C
二
年
に
は
園
際
統
計
協
舎
の
曾
員
に
選
ば
れ
、

一
九
二
九
年
に
は
そ
の
名
誉
倉
員
と
左
れ
り
、
さ
れ
左
一
九

O

七
年
の
め

c
yコヶ持
2
合
議
以
外
に
於
て
は
、
同
曾
の
事
業
に

重
京
ち
た
る
役
目
を
同
町
す
こ
と
た
か
り
き
。

質
朴
、
有
潟
又
友
情
に
秀
で
た
る
そ
の
人
格
の
美
臨
は
、
そ

の
智
能
上
の
卓
越
と
相
待
ち
て
、
統
計
事
者
及
経
掛
川
製
者
仲
間

に
於
け
る
随
一
の
地
位
を
占
め
し
む
る
に
奥
り
て
カ
あ
り
き
。

(
向
前
記
論
文
統
計
阜
の
範
問
及
方
法
に
前
置
せ
る
巧
告
の
O
M

の
本
著

又

者
紹
介
参
照
)


